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【
う
ら
へ
続
く
】

　

共
謀
罪
法
案
、
参
院

法
務
委
員
会
で
審
議
入

り
（
30
日
）。「
冒
頭
、
林

刑
事
局
長
の
常
時
出
席
が

自
公
維
に
よ
り
議
決
さ
れ

た
」「
首
相
が
金
田
法
相

の
肩
を
押
さ
え
、
林
局
長

に
答
弁
さ
せ
た
。
異
様
な

光
景
だ
っ
た
」「
市
民
の

自
由
と
安
全
を
危
険
に
さ

ら
す
戦
後
最
悪
の
治
安
立

法
だ
」「
将
来
に
禍
根
を

残
す
。
廃
案
し
か
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
獣
医
学
部
新

設
疑
惑
。「
安
倍
首
相
は

過
去
に
学
園
の
役
員
を
務

め
、
報
酬
を
得
て
い
た
」

「
萩
生
田
官
房
副
長
官
も

客
員
教
授
で
報
酬
を
得
て

　

６
月
15
日
〜
７
月
７
日

に
開
か
れ
る
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
国
連
会
議
」
第

２
会
期
に
向
け
22
日
、
ホ

ワ
イ
ト
議
長
は
条
約
草
案

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

草
案
は
前
文
で
、
核

兵
器
使
用
に
よ
る
人
道

上
の
破
滅
的
結
果
を
強
調

し
、「
核
兵
器
使
用
の
被

害
者
（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
お

よ
び
核
実
験
の
被
害
者
の

苦
難
に
留
意
」
す
る
と
述

べ
、
核
兵
器
廃
絶
の
た
め

の「
市
民
的
良
心
の
役
割
」

を
強
調
し
、「
多
数
の
非

政
府
組
織
お
よ
び
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
取
り
組
み
」
を
高

く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

草
案
は
ま
た
、
核
兵
器

の
「
開
発
、
生
産
、
製
造
、

取
得
、
所
有
、
貯
蔵
、
移

転
、
受
領
、
使
用
、
核
爆

発
実
験
」
な
ど
を
禁
止
。

ま
た
締
約
国
は
、
そ
の
領

土
と
管
轄
地
域
へ
の
核
兵

器
の「
配
置
、導
入
、配
備
」

な
ど
を
禁
止
す
る
義
務
を

負
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位

委
員
長
は
、「
被
爆
者
の

一
貫
し
た
核
兵
器
廃
絶
の

訴
え
、
日
本
と
世
界
の
反

核
平
和
運
動
の
願
い
を
正

面
か
ら
受
け
止
め
た
条
約

草
案
が
起
草
さ
れ
た
こ
と

は
、大
き
な
意
義
が
あ
る
」

と
強
調
。「
文
字
通
り
核

兵
器
を
違
法
化
し
、『
悪

の
烙ら
く
い
ん印
』
を
押
す
内
容
」

だ
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
草
案
を
心
か
ら
歓
迎

 

核
兵
器
に
「
悪
の
烙
印
」
を
押
す
内
容

　
　

 

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
声
明
（
23
日
）

大
型
開
発
を
進
め
る
小
池

都
政
に
対
し
て
、
巨
大
開

発
に
メ
ス
を
入
れ
れ
ば
福

祉
、
暮
ら
し
を
充
実
で
き

る
と
予
算
の
組
み
替
え
を

提
案
し
て
い
ま
す
。
共
産

党
の
躍
進
で
、
福
祉
と
暮

ら
し
に
光
を
あ
て
る
ま
っ

と
う
な
都
議
会
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

　

石
原
知
事
以
来
、
３
代

続
い
た
知
事
が
無
謀
な
豊

洲
移
転
計
画
を
推
し
進
め

た
背
景
に
は
、
巨
大
開
発

が
福
祉
と
暮
ら
し
を
お
し

つ
ぶ
す
、「
逆
立
ち
都
政
」

の
ゆ
が
み
が
あ
り
ま
す
。

豊
洲
移
転
計
画
も
ゼ
ネ
コ

ン
や
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

（
開
発
業
者
）
の
要
望
に

応
え
た
も
の
で
し
た
。
巨

大
開
発
優
先
の
都
政
の
も

と
で
、
予
算
に
占
め
る
民

生
費
の
割
合
は
下
が
り
つ

づ
け
、
土
木
費
の
割
合
は

都
議
選
の
争
点
②

巨
大
開
発
か  

福
祉
・
暮
ら
し
優
先
か

ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
り
ま
し
た

（
図
）。

　

日
本
共
産
党
都
議
団

は
、
東
京
外
環
道
な
ど
の

共謀罪法案

止めよう！　辺野古埋立て
共謀罪法案は廃案に！
6・10 国会大包囲

　国会周辺　午後 2時～ 3時 30 分
主催：基地の県内移設に反対する県民会議

　　　総がかり行動実行委員会など

い
た
」「
官
邸
の
意
向
を

示
す
文
書
に
つ
い
て
、
文

科
省
の
前
川
前
事
務
次
官

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
詳
細

だ
」「
国
会
で
証
人
喚
問

を
行
う
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
撤

収
完
了
。「
現
地
で
は
殺

し
、
殺
さ
れ
る
危
険
な
状
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

国
連
人
権
委
員
会
が

任
命
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
権
に
関
す
る
特
別
報
告

者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ナ
タ

ッ
チ
氏
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
や
表
現
の
自
由
を
制
約

す
る
懸
念
を
表
明
す
る
書

簡
（
18
日
付
）
を
安
倍
首

相
宛
に
送
付
。
書
簡
は
、

「
組
織
的
犯
罪
集
団
」「
計

画
」「
準
備
行
為
」
な
ど

法
案
の
定
義
が
極
め
て
曖

昧
で
あ
る
と
し
て
、「
法

が
恣
意
的
に
適
用
さ
れ
る

危
険
」
に
強
い
懸
念
を
表

明
。
そ
の
上
で
国
際
人
権

法
と
法
案
の
整
合
性
な
ど

の
情
報
提
供
を
日
本
政
府

に
要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
に
日
本
政
府

は
一
切
応
え
ず
、「
強
く

抗
議
す
る
」文
書
を
送
付
。

国
連
特
別
報
告
者
が
「
共
謀
罪
」
に
懸
念

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
し
、
正
当
化
で
き
な
い

　

 

恥
ず
か
し
い
日
本
政
府
の
人
権
意
識

日
本
政
府
の
抗
議
に
対
し

て
ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
は
、「
た

だ
怒
り
の
言
葉
が
並
べ
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
、
全
く

中
身
が
な
い
」と
明
か
し
、

拙
速
に
深
刻
な
欠
陥
の
あ

る
法
案
を
押
し
通
す
こ
と

を
正
当
化
す
る
こ
と
は
絶

対
に
で
き
な
い
と
述
べ
ま

し
た
。

況
だ
っ
た
」「
死
者
や
負

傷
者
が
出
な
く
て
良
か
っ

た
」「
駆
け
付
け
警
護
の

実
績
づ
く
り
で
隊
員
を
危

険
に
さ
ら
し
た
」「
戦
争

法
は
廃
止
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
朝
鮮
が
ま
た
ミ
サ
イ

ル
発
射
（
29
日
）。「
３
週

連
続
だ
」「
相
次
ぐ
国
連

安
保
理
違
反
の
挑
発
は
断

じ
て
許
せ
な
い
」「
国
連

安
保
理
の
声
明
に
も
と
づ

く
外
交
努
力
で
解
決
し
て

ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
ス
リ
ー
マ
イ
ル
原
発

閉
鎖
へ
。「
競
争
力
が
低

下
し
採
算
が
あ
わ
な
い
た

　
　

×　
　
　
　

×

　

女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
、
宮

里
藍
が
今
季
限
り
で
の
引

退
を
表
明
。「
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
が
難
し
く

な
っ
た
と
の
こ
と
」「
日

米
ツ
ア
ー
通
算
24
勝
は
立

派
な
記
録
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
、
セ
・
パ
交

流
戦
始
ま
る
。「
今
年
も

パ
が
優
勢
か
」「
楽
天
の

則
本
投
手
が
７
試
合
連
続

２
桁
奪
三
振
の
新
記
録
を

作
っ
た
」

め
と
い
う
」「
台
湾
も
原

発
ゼ
ロ
を
決
め
た
」「
日

本
も
再
稼
働
を
や
め
、
原

発
か
ら
撤
退
す
べ
き
だ
」

　

内
閣
府
が
18
日
、
２
０

１
７
年
１
〜
３
月
期
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
季
節
調
整
済
み
）
速

報
値
を
発
表
。
物
価
の

影
響
を
反
映
し
生
活
実

感
に
近
い
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
、
前
期
比
０
・
03
％
減

（
年
率
換
算
０
・
１
％
減
）

で
、
５
期
ぶ
り
に
マ
イ
ナ

ス
に
転
落
し
ま
し
た
。

　

政
府
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

で
前
期
比
０
・
５
％
増（
年

率
換
算
で
２
・
２
％
増
）

の
５
四
半
期
連
続
増
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
村
施
設
の
建

設
な
ど
を
反
映
し
た
住
宅

投
資
は
１
・
４
％
増
、
一

方
個
人
消
費
は
低
迷
、
雇

名目ＧＤＰマイナス
　　（１～３月期）

　５期ぶりに転落

用
者
報
酬
は
０
・
２
％
減
、

民
間
企
業
の
設
備
投
資
も

停
滞
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

成
果
の
面
影
は
な
く
、
日

本
経
済
再
生
の
道
は
遠

く
、
国
民
生
活
は
厳
し
さ

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

三
菱
重
工
業
と
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
は
１
日
、
準
天
頂
衛
星

「
み
ち
び
き
」
２
号
機
を

打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
上
空
を
「
８
」
の

字
を
描
く
準
天
頂
軌
道
に

入
り
、
１
日
の
う
ち
８
時

間
ほ
ど
日
本
上
空
に
と
ど

ま
り
ま
す
。

　

こ
の
衛
星
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

補
完
・
補
強
す
る
日
本
独

自
の
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム

で
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ

と
同
様
の
電
波
信
号
を
発

信
し
ま
す
。
ビ
ル
の
谷
間

や
山
間
部
な
ど
受
信
条
件

の
悪
い
場
所
で
の
利
用
効

率
を
上
げ
、
現
在
は
数
㍍

以
上
の
誤
差
が
あ
る
カ
ー

ナ
ビ
の
誤
差
が
１
㍍
ほ
ど

に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
独
自
の
信
号
を

発
信
す
る
こ
と
で
ミ
サ
イ

ル
誘
導
な
ど
へ
利
用
可
能

で
、
軍
事
利
用
へ
の
国
民

の
監
視
が
必
要
で
す
。

｢ みちびき」２号打ち上げ

　　GPS の精度向上 

　　　「共謀罪」は絶対に廃案!!
　　　　  （日比谷野音、5月 31日）

　
　

×　
　
　
　

×

　

６
月
１
日
か
ら
値
上

げ
。「
ビ
ー
ル
、
バ
タ
ー
、

ハ
ガ
キ
な
ど
が
値
上
が
り

し
た
」「
家
計
を
じ
わ
り

圧
迫
す
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
夏
場
所
。「
白

鵬
が
１
年
ぶ
り
に
優
勝
。

自
身
が
持
つ
最
多
優
勝
記

録
を
38
に
更
新
し
た
」「
稀

勢
の
里
の
途
中
休
場
は

残
念
だ
っ
た
」「
同
部
屋

の
髙
安
が
大
関
に
昇
進
し

た
」


